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九州地方整備局

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

７月１３日 １３：００ ７月１３日 １４：００ ７月１３日 １５：００

西多久（にしたく）雨量観測所(佐賀県多久市西多久町)

1時間雨量：63mm(7月13日 13:00～14:00)  

3時間雨量：153mm(7月13日 12:00～15:00)

◆六角川水系牛津川（うしづがわ）

小城（おぎ）雨量観測所(佐賀県小城市小城町畑)

1時間雨量：66mm(7月13日 13:00～14:00)  

3時間雨量：168mm(7月13日 12:00～15:00) 観測史上最多

雨量レーダー

降雨の概要（７月１３日）

７月１３日(金)の昼から夕方にかけて、九州北部の佐賀県から福岡県にかけて強い雨域がか
かり、短時間に記録的な雨量となりました。
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九州地方整備局

やべ

◆矢部川水系矢部川
くろ ぎ ふくおか やめ くろぎ

黒木雨量観測所(福岡県八女市黒木町)

１時間雨量： 94mm(7月14日 9:00～10:00)  観測史上最多 ３時間雨量：183mm(7月14日 8:00～11:00) 観測史上最多
６時間雨量：303mm(7月14日 5:00～11:00) 観測史上最多 ９時間雨量：365mm(7月14日 1:00～10:00) 観測史上最多

７月１４日 ５：００ ７月１４日 ６：００ ７月１４日 ７：００

７月１４日 ８：００ ７月１４日 ９：００ ７月１４日１０：００雨量レーダー

降雨の概要（７月１４日）

７月１４日(土)の未明から昼頃にかけて、北部九州に強い雨域がかかり、短時間に記録的な雨量
となりました。

７月１４日 ４：００
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九州地方整備局
７月３日 筑後川水系花月川・有田川の出水概要

・筑後川水系花月川の花月水位観測所（大分県日田市）で観測史上最高水位を記録。

・花月川で２箇所の堤防が決壊したほか、花月川（国管理）・有田川（県管理）の至る所で越水し、日田市街部などで
浸水被害が発生した。

【水位・雨量】

筑後川流域

【位置図】

佐賀県

長崎県

福岡県

大分県

熊本県

宮崎県

花月川・有田川

日田市三和地区（花月川 ７Ｋ７００付近） 浸水状況

護岸崩壊 L=30m

212

212

【出水状況等】

花月川

【浸水戸数】
花月川・有田川沿川の浸水戸数

河川名 市町村名
浸水戸数（戸）

備考
全壊 半壊 床上 床下 計

花月川 日田市 １ ４１４ ３０６ ７２１ 国管理

有田川 日田市 １ ６１ ５２ １１４ 県管理

全体 １ １ ４７５ ３５８ ８３５

平成24年10月2日時点

水位：花月観測所 雨量：花月観測所

７月３日

最高水位

7月3日 9:30 4.16ｍ
※観測史上最高(7/3時点)

２時間

４．５ｍ

はん濫注意水位 １．６０

避難判断水位 ２．２０
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水防団待機水位 ０．９０
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【出水状況等】

日田市西有田（花月川左岸 ５Ｋ８００付近） 堤防決壊状況

花月川
住吉地区

６Ｋ２０
０付近

堤防決壊 L=160m

至 大分

至 鳥栖

花月川

日田市西有田（花月川 右岸６Ｋ２００付近） 堤防決壊状況

花月川

有田川

日田市羽田（有田川右岸 ５Ｋ３００付近）
家屋倒壊状況

有田川

有田川

日田市東有田（有田川右岸 ３Ｋ５００付近）
日掛橋冠水状況

日田市十二町（花月川右岸3.8k付近）
日田市街部浸水状況

日田市街部

日田市街部

九州地方整備局
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九州地方整備局
７月３日 山国川水系山国川の出水概要

・山国川水系山国川の下唐原水位観測所（大分県中津市）で観測史上最高水位を記録。

・山国川中流部（国管理区間）・上流部（県管理区間）の至るところで越水し、沿川で浸水被害が発生。

【水位・雨量】

山国川流域

【位置図】

佐賀県

長崎県

福岡県

大分県

熊本県

宮崎県

山国川
【出水状況等】

【浸水戸数】

山国川沿川の浸水戸数

河川名 市町村名
浸水戸数（戸）

備考
全壊 半壊 床上 床下 計

山国川 中津市 － － ２１６ １２０ ３３６
国管理

県管理

平成24年10月11日時点
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最高水位

7月3日 10:40  7.46ｍ
※観測史上最高

はん濫注意水位 ５．００

避難判断水位 ６．００

はん濫危険水位 ６．６０

水防団待機水位 ４．４０
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(ｍ)

既往第２位
Ｈ5年9月3日 22:00  6.14m
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しもとうばる しもごう
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中津市本耶馬渓町樋田（山国川 １５．８ｋ付近） 洞門橋上流右岸の浸水状況

山国川

山国川
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九州地方整備局

【出水状況等】

中津市本耶馬渓町曽木（山国川 １６Ｋ４００付近） 青の禅海橋付近出水状況

山国川（国管理）

平常時

山国川

洞門橋

中津市本耶馬渓町樋田（山国川 １５Ｋ６００付近） 洞門橋上流の出水状況

中津市耶馬溪町大島 （山国川３０ｋ６００付近） 下郷小学校浸水状況

下郷小学校

山国川

山国川（県管理）

中津市耶馬溪町大島 （山国川３０ｋ８００付近） 雲与橋の冠水状況

山国川（国管理）

山国川（県管理）

7月３日10:40
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九州地方整備局
７月１４日 矢部川水系矢部川・沖端川の出水概要

・矢部川水系矢部川の船小屋水位観測所（福岡県筑後市）で観測史上最高水位を記録。

・矢部川（国管理）で１箇所・沖端川（県管理）で２箇所の堤防が決壊し、柳川市・みやま市の市街部を中心に浸水被害が
発生した。

【水位・雨量】

矢部川流域

【位置図】

佐賀県

長崎県

福岡県

大分県

熊本県

宮崎県

矢部川・沖端川

【出水状況等】

【浸水戸数】
矢部川・沖端川沿川の浸水戸数

河川名 市町村名
浸水戸数（戸）

備考
床上 床下 計

矢部川

沖端川

柳川市

みやま市

筑後市

八女市

６９７ １，１１１ １，８０８
国管理

県管理

平成24年10月９日時点

３６５

既往最高水位

H2年7月2日 12:05   7.74m

ふなごや くろき

水位：船小屋観測所 雨量：黒木観測所

最高水位

7月14日9:00 9.76m
観測史上最高
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(ｍ)

堤防決壊箇所

矢部川右岸7k300

矢部川

柳川市

矢部川（国管理）

柳川市大和町（矢部川右岸７．３ｋ付近） 浸水状況
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【出水状況等】

沖端川

矢部川

堤防決壊
Ｌ＝約150m

瀬高橋

みやま市

柳川市

中山小学校

沖端川

柳川市大和町（矢部川右岸７．３ｋ付近） 堤防決壊 柳川市三橋町（沖端川左岸１１．５ｋ付近） 堤防決壊

柳川市大和町（矢部川右岸７．３ｋ付近） 堤防決壊箇所からの氾濫流 柳川市三橋町（沖端川左岸１１．５ｋ付近） 堤防決壊箇所からの氾濫流

矢部川（国管理）

矢部川（国管理） 沖端川（県管理）

沖端川（県管理）

２４
九州地方整備局
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九州地方整備局
７月１２日 国道５７号滝室坂(国管理)の被災概要

・阿蘇市一の宮町坂梨の国道５７号滝室坂で、７月１２日の豪雨により、計１１箇所において斜面崩壊等の被害が発生。

・７月１２日～８月２０日の４０日間にわたり、阿蘇市波野小地野～阿蘇市一の宮町坂梨間の４．６ｋｍが全面通行止め。

熊本県

大分県

【位置図】

■最も被災規模が大きかった、60K950付近の斜面崩壊の状況

崩壊斜面
高さ：約１７０ｍ
幅 ：約 ３０ｍ

至：熊本市 至：大分市

■59K050付近（土石等流出）

国道５７号
滝室坂

大分市

熊本市

福岡県

宮崎県

⑬－１

⑬－２
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九州地方整備局
７月１４日 福岡県八女市星野村・黒木町の土砂災害

・福岡県八女市星野村・黒木町では１４日の豪雨により、各所で土石流や崖崩れ等の土砂災害が発生。

・星野村鹿里では土砂災害により１名が死亡。

【位置図】

熊本県

大分県

福岡県

宮崎県

佐賀県
八女市

【被災状況】

①

①

八女市星野村鹿里 崖崩れ

八女市星野村鹿里

人的被害：死者１名
家屋被害：半壊１戸

八女市星野村鹿里 崖崩れ
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【被災状況】

星野川

①

①

八女市黒木町笹原 地すべり

八女市黒木町柳原 地すべり地すべりにより河道の一部閉塞が発生

九州地方整備局
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九州地方整備局
７月１３日 六角川水系牛津川の出水概要

・六角川水系牛津川の妙見橋水位観測所（佐賀県多久市）で観測史上第２位となる水位を記録。

・牛津川沿川（佐賀県小城市・多久市）において内水被害が発生した。

【水位・雨量】

六角川流域

【位置図】

佐賀県

長崎県

福岡県

大分県

熊本県

宮崎県

牛津川

【出水状況等】

【浸水戸数】
牛津川沿川の浸水戸数等

水系名
浸水戸数（戸）

備考

全壊 半壊 床上 床下 計

合志川 － － ３ １９ ２２ 国管理区間

平成24年8月2日時点

小城市牛津町上砥川（牛津川７．６ｋ付近） 出水状況
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はん濫危険水位　4.80

避難判断水位　4.40

はん濫注意水位　3.50

水防団待機水位　2.30

7

38

5

47 今回の洪水による最高水位
　7月13日 15:20   5.88m

既往最高水位
H2年7月2日 9:00 6.04m

3 6 7
16

48

4 1 2

        六角川水系牛津川　平成２４年７月１３日出水　妙見橋水位観測所－岸川雨量観測所

計画高水位　5.45

3

みょうけんばし きしかわ

水位：妙見橋観測所 雨量：岸川観測所

水防団待機水位 2.30 

はん濫注意水位 3.50 

避難判断水位 4.40 

はん濫危険水位 4.80 

16:00 18:008:00 10:00 12:00 14:00７月１２日
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最高水位

7月13日15:20 5.88m
※観測史上２番目

堤防天端まで
約20cm

牛津川（国管理）
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【出水状況等】

牛津川

牛津川

国道３４号線

至：佐賀市

至：武雄市

多久市南多久町（牛津川 １８．４Ｋ付近） 県道冠水状況

小城市牛津町 国道３４号線 冠水状況小城市牛津町（牛津川７．４ｋ付近） 出水状況

砥川大橋

牛津川（国管理）

牛津川（国管理） 多久市（牛津川沿川）

小城市（牛津川沿川）

九州地方整備局

多久市東多久町（牛津川 １４．６Ｋ付近） 浸水状況
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●ダム下流河川の増水を緩和させる操作

○ダムへ流れてくる水量の最大が111立方㍍／秒となり、

○厳木ダムでは、下流河川へ流す水量を最大で４７立方㍍／秒としました。

○その操作により、約2.5m分の水量をダムに貯め、

○下流河川での水位上昇を緩和しました。(最大１．２ｍ :厳木町 中島橋水位観測所）

【厳木ダムの洪水操作】

７月13日 ＜中島橋（7月13日16時）＞

平成２４年７月１３日～１４日洪水（厳木ダム）
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九州地方整備局
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ、リエゾン等の活動

他地整・本省等からの支援

九州 合計
関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 沖縄

本省

国総研

土研

小計

TEC-FORCE ８人

(30人日)

８人

(20人日)

１３人

(75人日)

１３人

(74人日)

１４人

(84人日)

１５人

(102人日)

７１人

(393人日)

１１７人

(341人日)

１８８人

(734人日)

TEC-FORCE

(高度技術)等

２５人

(35人日)

２５人

(35人日)

９人

(12人日)

３４人

(47人日)

排水ポンプ車 ３台 ４台 ５台 ２台 ５台 ２台 ２１台 ３５台 ５６台

照明車 ３台 ４台 ５台 ２台 ５台 ２台 ２１台 １８台 ３９台

待機支援車 １台 １台 ３台 ４台

清掃車・散水
車等

０台 １０台 １０台

対策本部車 ０台 １台 １台

防災ヘリ １機 １機 １機 １機 ４機 １機 ５機

・各整備局・本省等から、TEC-FORCE・災害対策用機械等が九州に集結。
要請を受けた自治体及び直轄の被災箇所で、被災状況の調査・分析、復旧に向けた技術支援、排水作業等を実施。

・県庁・市町村役場にリエゾンを派遣、整備局・自治体相互の情報共有や、自治体への応援派遣に関する調整を実施。

■ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ、災害対策用機械の出動状況

■県・市町村への九州地整リエゾン派遣状況

３県 延べ１０２人日

１８市町村 延べ３０５人日
計 延べ４０７人日派遣
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九州地方整備局
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ、リエゾン等の活動

◆日田市(花月川 ,有田川,熊ノ尾川)

・TEC-FORCE(高度技術指導班)
総括災害査定官他8名＜7/4＞

※国管理区間の調査

◆熊本市(白川),阿蘇市(黒川),菊池市(合志川)

・TEC-FORCE(高度技術指導班)
総括災害査定官他8名＜7/12～13＞

◆柳川市(矢部川 ,沖端川)

・災害調査チーム
堤防構造分析官他8名＜7/15＞

※国管理区間の調査

◆阿蘇市
・TEC-FORCE(高度技術指導班)

国土技術政策総合研究所
砂防研究室長他3名＜7/13～14＞

◆阿蘇市
・TEC-FORCE
被災調査、排水作業＜7/14～20＞

◆柳川市
・TEC-FORCE
被災調査、排水作業＜7/14～20＞

◆南阿蘇村
・TEC-FORCE
被災調査＜7/15～20＞

◆竹田市
・TEC-FORCE
被災調査＜7/13～20＞

◆日田市
・TEC-FORCE
被災調査＜7/16～19,8/6～8/10＞

◆南阿蘇村、産山村、五木村、日田市、中津市
・TEC-FORCE
技術支援＜7/26～8/10＞

平成24年8月13日時点

◆八女市星野村
・土砂災害の専門家

土木研究所
地すべり対策チーム2名他

＜7/13～14＞

凡 例

県庁所在地リエゾン

市町村リエゾン

TEC-FORCE

TEC-FORCE(高度技術指導班)等

※

※

朝倉市

17



平成２４年の豪雨により多数の河川が決壊（延べ７３万人超に避難指示・勧告）

住民が洪水時に的確な避難行動をとれるよう、
河川管理者が提供する浸水想定に係る情報の点検

「洪水ハザードマップ作成に関する検討会」
（本年１月～３月、計３回開催）

◇ 避難が遅れると甚大な被害につながりかねない堤防決壊等が
多発しており、命を守るためには的確な避難行動が極めて重要

• 矢部川等で堤防決壊
• 熊本市（白川）、柳川市（矢部川）等で自衛隊による救助活動
• 熊本市、柳川市等で延べ７３万人超に避難指示・勧告

１） 屋外への避難が遅れると命の危険がある区域を明示
① 二階家屋が水没するおそれのある区域
② 洪水氾濫によって家屋倒壊のおそれのある区域
③ 河岸侵食等によって家屋倒壊のおそれのある区域

２）避難場所や避難経路について水害時に的確な
避難行動を選択できるよう、臨場感のある情報を提供
① 浸水形態（洪水氾濫の拡がり方等）
② 避難の際に避けるべき方向や場所 等

◇ 住民が的確な避難行動を平時から具体的にイメージ
できるような “実践的ハザードマップ”へグレードアップ
するため、学識者及び行政関係者から意見聴取

ヘリコプターによる住民救出（熊本市北区）

県警察ヘリによる救出
自衛隊ヘリによる救出

白川

「洪水ハザードマップ作成の手引き」の改定
（平成２５年３月）

実践的な洪水ハザードマップの作成

平成24年７月 矢部川の堤防決壊

矢部川

堤防決壊箇所
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改定のポイント

「洪水ハザードマップ作成の手引き」の改定

住民の適切な避難行動につながるよう、洪水ハザードマップに記載する項目を整理
○原則として必ず記載することが必要な「共通項目」（表示・記載方法についても整理）

○地域の状況に応じて記載するかどうかを判断すべき「地域項目」

洪水ハザードマップの地図上に表示する項目
○浸水想定区域と浸水深
○洪水時家屋倒壊危険ゾーン
○避難所等
○避難時の危険箇所
○土砂災害警戒区域
○水位観測所等の位置

洪水ハザードマップ内に記載する項目
○浸水ランク等に即した避難行動の心得
○洪水予報等、避難情報の伝達方法

（プッシュ型の情報）
○洪水時に得られる情報と、その受信や取得の方法

（プル型の情報）
○避難所等の一覧
○津波災害警戒区域に関する事項
○図面に示された以上の氾濫被害が生じ得ることや
避難しなかった場合に起こる事象

＜共通項目＞

避難活用情報
○河川の氾濫特性
○避難時の心得
○避難勧告等に関する事項
○地下街等に関する情報

＜地域項目＞

災害学習情報
○水害の発生メカニズム、地形と氾濫形態
○既往洪水に関する情報
○洪水氾濫時に起こること及び避難の際に注意すべきこと
○水害に備えた心構え
○気象情報に関する事項

19



 

改定のポイント

○浸水ランクを簡便化し、浸水ランク等に応じた避難行動・心構えをわかりやすく整理

「洪水ハザードマップ作成の手引き」の改定

避難行動の大原則 ・・・ 避難勧告等が発令されたら速やかに避難

浸水危険情報 出水時の心構え

洪水時家屋倒壊
危険ゾーン

○家屋の倒壊のおそれがあり、避難が遅れると命の危険が
非常に高いため、住民は避難情報のみならず、出水時の
水位情報にも注意し、事前に必ず避難所等の安全な場所
に避難

浸水深
3.0m以上
の区域

○２階床面が浸水する２階建て住宅では、避難が遅れると
危険な状況に陥るため、住民は避難情報のみならず、
出水時の水位情報等にも注意し、必ず避難所等の安全な
場所に避難

○高い建物の住民でも、浸水深が深く、水が退くのに時間
を要することが想定されるため、事前に避難所等の安全
な場所に避難

浸水深
0.5m～3.0m

の区域

○平屋住宅または集合住宅１階の住民は、１階床上浸水に
なり、避難が遅れると危険な状況に陥るため、避難情報
のみならず、出水時の水位情報等にも注意し、必ず避難
所等の安全な場所に避難

●２階以上に居室を有する住民は、浸水が始まってからの
避難は、水深0.5mでも非常に危険なため、避難が遅れた
場合は、無理をせず自宅２階等に待避
ただし、浸水が長時間継続した場合や孤立した場合の

問題点について認識しておくことが必要

浸水深
0.5m未満
の区域

●避難が遅れた場合は自宅上層階で待避
ただし、浸水が長時間継続した場合や孤立した場合の

問題点について認識しておくことが必要

屋
外
で
の
避
難
行
動
が
困
難
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今回の追加事項

高度な技術を要する土砂災害については国、その他の土砂災害については都道府県
が緊急調査を実施

緊急調査に基づき被害の想定される区域・時期の情報（土砂災害緊急情報）を
市町村へ通知・一般へ周知

市町村長が住民への避難を指示（災害対策基本法第６０条）等

土砂災害から国民の生命・身体を保護

①大規模な土砂災害が急迫している状況において、市町村が適切に住民の避難指示の判
断等を行えるよう国又は都道府県が被害の想定される区域・時期の情報を提供

②高度な技術を要する土砂災害については国、その他の土砂災害については都道府県の
役割や関与を法律上明確化

法改正の目的

大規模な土砂災害が急迫
〔天然ダム、火山噴火に伴う土石流、地滑り〕

概 要

九州地方整備局
土砂災害防止法の一部改正について
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国土交通省

大規模な土砂災害が急迫

河道閉塞による
湛水・土石流

火山噴火による土石流 地すべり

都道府県

・河道閉塞（天然ダム）の高さが
おおむね２０ｍ以上ある場合

・おおむね１０戸以上の人家に
被害が想定される場合

・河川の勾配が１０度以上である
区域のおおむね５割以上に
１cm以上の降灰等が堆積した
場合

・おおむね１０戸以上の人家に
被害が想定される場合

・地すべりにより、地割れや建築
物等に亀裂が発生又は広がり
つつある場合

・おおむね１０戸以上の人家に
被害が想定される場合

国土交通省

国土交通省 緊急調査

湛水又は土石流による被害が及ぶおそれがある土地
の区域・時期の想定

緊急調査

地すべりによる被害が及ぶおそれが
ある土地の区域・時期の想定

国土交通省又は都道府県は、緊急調査に基づき被害の想定される区域・時期の情報（土
砂災害緊急情報）を関係市町村長へ通知するとともに、一般に周知する

市町村長が住民への避難を指示（災害対策基本法第６０条）等

土砂災害から国民の生命・身体を保護

九州地方整備局
土砂災害防止法の一部改正について
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東日本大震災の教訓～命を守るための防災～

２０１１年３月１１日 東日本大震災

死 者：１５，６８３人
行方不明者： ４，８３０人

計：２０，５１３人

宮城県名取市

（警察庁：Ｈ２３．８．８）

岩手県釜石市
23



平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では、多くの尊い命が失われました。

このような大災害の中、大津波が襲った釜石市では小中学生のほとんどが無事に避難し
ています。釜石市では、日頃から防災教育を実施するなど、災害に対する備えを行ってき
たことが、多くの命を救ったといわれております。

東日本大震災の教訓～命を守るための防災～

釜石市の事例

（出典：群馬大学 広域首都圏防災研究センター ＨＰ）

※但し、津波襲来時において学校管理下でなかった児童・生徒のうち、５名が津波の犠牲となった。
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被害軽減のために ～自助・共助・公助～

自助自分の身は自分で守る

家具の転倒防止、初期消火、非常持出袋

地域の防災力UP！

共助自分の地域は自分たちで守ろう
隣近所での助け合い、情報の収集・伝達

公助消防、警察、自衛隊、ボランティア

大規模災害では、警察・消防の救助には時間がかかる場合も

３つの連携が円滑なほど、災害の被害は軽減できます。

日頃から、防災意識の向上と備えも必要！
25



川を対象とした幅広い防災知識の向上を目的に、授業で風水害対策を採用してもらう取組を実施。このことにより児童を
通じて保護者及び 地域住民への防災意識向上 の広がりも期待できる。

【目 的】

【ポイント】 ①総合学習ではなく、理科・社会科の正式な授業で実施 → 学校関係者との話し合い支援を経て実現
②ゲストティーチャーではなく、担任の教諭が授業を実施 → 教育現場のフォーマットに沿った学習プログラム（指導計画書）を作成

③地元を流れる身近な 六角川・松浦川流域 を題材にする → 写真・図面等）の資料を提供

（平成23年度）

（平成24年度）

現場への周知方法の検討
武雄市・唐津市教育委員会と相談、
試行授業のプロセスを確認

試行授業を募集

校長会専門部会へ主旨説明
PR・公募期間

各教諭との調整（プログラムの修正）

試行授業の実施

プログラムの構
成・位置づけ
・内容のポイント
・工夫点
・ねらい
・必要な資料（別冊で整理）
・教科書該当ページ
・時間配分
・黒板の板書計画 等々

防災教育への意識の高まり

学習指導要領の改訂(H23から)

「自然災害の防止」等防災が新たな単元に組み込まれる

東日本大震災（H23）

六角川・松浦川を題材とした水
防災学習プログラム案を検討

５年理科単元「流れる水のはたらき」、社会
科単元の「自然災害の防止」の、プログラム
を作成

進め方の検討
県教育委員会等と相談、授業を試行するた
めの進め方を確認

募集結果 → 理科２校、社会３校

理科２校（２市３クラス）実施（１１月）
社会２校（２市５クラス）実施（２・３月）

試行の評価を行い、プログラムを修正
追加校を募集

修正したプログラム案による授業の実施

試行授業を評価

（平成25年度以降）

地域との連携

生徒、保護者、地域一帯と
なって避難訓練などを実施
することで地域防災力向上
に繋げていく

避難ルート探し電子黒板で写真を提示

理科授業の様子

教育機関が自ら行う水防災教育への支援

理科・社会科担当者会議でのPR・試行校の募集
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有明海

唐津市

鳥栖市

佐賀市小城市

多久市伊万里市

武雄市

嬉野市

鹿
島
市

嘉瀬川

松浦川

六角川

神崎市

武雄市武雄町西浦区(1)<H21年度>

武雄市橘町片白区(1)<H17年度>
[H22年度]

武雄市北方町(4)<H17年度>
(1)[H24年度]

小城市牛津町(2)<H21年度>

佐賀市嘉瀬町(14)

多久市納所(1)<H17年度>

佐賀市赤松(1)

神崎市(1)

伊万里市大川町宿区(1)<H18年度>
[H22年度]

唐津市山本区(1)<H18年度>
唐津市原・柏崎区(2)<H20年度>

唐津市上久里区(1)<H21年度>

佐賀市鍋島町(22)

※平成21年4月より、嘉瀬川は筑後川河川事務所の管轄となったため、
武雄河川事務所にて取り組んだ地区のみ計上しています。

多久市東多久町区(6)<H22年度>

武雄市朝日町(7)<H22年度>
(2)[H24年度]

防災まちづくりの支援状況（H2５.４現在）

武雄市高橋区(1)<H20年度>
[H22年度]

伊万里市水留区(1)<H22年度>
[H23年度]

小城市牛津町(4)<H23年度>

伊万里市南波多町
重橋・谷口区(2)<H23年度>

( )書き：地区数
< >書き：マイ防災マップ支援実施年度
[ ]書き：まるまち支援実施年度

マイ防災マップ まるごとまちごとハザードマップ

●作成済 ●作成中 ○作成済 ○作成中

六角川 ３０ ０ ５ ０

松浦川 ６６ ４ ２ ０

嘉瀬川 ３８ － － －

計 １３４ ４ ７ ０

武雄市武雄町永島区(1)<H24年度>

唐津市和多田区(4)<実施中>

小城市牛津町(1)<H24年度>

伊万里市４町(58)<H24年度>
（黒川・南波多・二里・東山代）

多久市北多久町砂原区(1)<H24年度>
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●伊万里市全行政区（１８２区）で「わがまち・わが家の防災マップ」の取り組み

市が各行政区に補助、Ｈ２４年度から３カ年をかけて全行政区
（１８２区）でマップ作成予定
Ｈ２４年度は４町５８区で実施 →全国的にも珍しく、先進的な取り組み
武雄河川事務所では、マップ作成の支援

「わがまち・わが家の防災マップ」づくり経緯

・マップ作成に係る説明会

・マップ点検会

・マップ活用法に係る説明会

東日本大震災

平成２５年１月１５日開催

平成２４年８月７～９日開催

平成２４年６月５日開催

災害から命を守るための一つの手段として、「地域の危険箇所や避難経路等
を表示したいざという時に役立つ地区ごとの防災マップ」づくりの必要性

全体での集まり
は３回ですが、
地区毎でマップ
作成、まち歩き
をされています。

伊万里市「わがまち・わが家の防災マップ」づくり
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マップ説明会マップ説明会 マップ点検会マップ点検会

マップ活用説明会マップ活用説明会マップ完成！マップ完成！

伊万里市「わがまち・わが家の防災マップ」づくり
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27

地域のマイ防災・安心安全マップ

避難場所
公民館分館
災害情報拠点
水防倉庫
公衆電話

排水ポンプ場
排水樋門・樋管
防火水槽

消火栓
街灯
通学路

危ない交差点等

消防ポンプ格納庫

バス停
病院

信号

防災・安心安全に関するアイコン

防災まちづくりの支援（マイ防災マップ作成）
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地元の小学生の皆さんを対象に、防災教室
とセットでサインの設置を実施しました

地元の小学生の皆さんにも、
避難について学んでいただきました

松浦川流域：伊万里市水留地区（平成24年3月15日）
～H18.9出水の実績浸水深を表示～

「洪水」を示す
マーク(青)

「洪水ハザードマップ」に
示されている洪水時の地区
の避難場所名を示します

避難所への方向を
示しています

洪水時における浸水・避難情報を表示します

洪水を示すサインは、
実際の浸水深の道路面
からの高さに合わせて
設置します

「実績浸水深」とは、

この地域における平成１８年９月の
洪水で記録した実績の浸水深を表し
たものです。

松浦川流域：伊万里市宿地区（平成23年3月22日）
～H2.7出水の実績浸水深を表示～

防災まちづくりの支援（防災サイン設置）

「避難所」を示す
マーク（緑）
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県は本年度、巨大地震や津波などの災害時
に地域を守る自主防災組織でリーダーとして活
躍する防災士３千人の養成に取り組む。地域ご
とに訓練や学習の場を自主的に計画できる人
材を確保し、災害時に被害を減らす「減災」につ
なげる。自治会単位の自主防災組織で活動す
る人を対象に、県内の全市町村で受講を受け
付けている。

県防災危機管理課によると、県内の自主防災
組織は、訓練や避難場所の確認といった基本
的な活動の活性化が課題。このため約３５００
の自主防災組織のそれぞれに、防災士を少なく
とも１人配置する計画。

（以下、省略）

上人西町と上平田町の両自治会が防災士の協力で開いた、
総合防災訓練＝２０１１年８月６日、別府市上人小学校
グラウンド（提供写真）

地域を守るリーダー 県が防災士を養成
２０１２年６月２６日（大分合同新聞）

大分県での取り組み ＜自主防災組織＋防災士＞
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